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電気通信大学　平成17年度シラバス

授業科目名 数学科教育法IV

英文授業科目名 Mathematics Education IV

開講年度 2005年度 開講年次 １～４年次

開講学期 ２、４、６、８ 開講コース・課程 昼間・夜間主コース

授業の方法 単位数 0

科目区分 教職科目-教育課程及び指導法に関する科目-

開講学科・専攻

情報通信工学科
情報工学科
システム工学科
人間コミュニケーション学科

担当教官名 森本　康彦

居室 非常勤講師

公開E-Mail 授業関連Webページ

morimoto@mis.nagaokaut.ac.jp 　

【主題および達成目標】

目標

 数学教育におけるコンピュータ活用について学び，コンピュータを用いた数学の授業を行うための基礎知

識とスキルを育成する。

 また、コンピュータを活用した教材の作成を体験し、実践に活かせるようにする。

【前もって履修しておくべき科目】

特にありません。

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

数学科教育法III（前期科目）を授業しておくことが望ましいです。

【教科書等】

特に指定しません。

毎時間ごとに、授業で用いる資料等を配布します。
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【授業内容とその進め方】

授業内容

1.ガイダンス

2.数学教育におけるコンピュータ活用の現状

3.マルチメディア教材について（１回目）

4.マルチメディア教材について（２回目）

5.インターネットを利用した数学教育について（１回目）

6.インターネットを利用した数学教育について（２回目）

7.数学教育とeラーニング

8.コンピュータを活用した教材作成（１回目）

9.コンピュータを活用した教材作成（２回目）

10.コンピュータを活用した教材作成（３回目）

11.コンピュータを活用した模擬授業（１回目）

12.コンピュータを活用した模擬授業（２回目）

13.コンピュータを活用した数学教育の展望について

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

次の点から総合的に評価します。

・テストは実施しません。教材作成，模擬授業とレポートを課します。

・全出席を基本とします。

・毎時間の授業に対する姿勢，貢献度を高く評価します。

　（これに関しては、自己評価はもとより相互評価にて評価します。）

【オフィスアワー：授業相談】

電子メールにて受け付けます。必要に応じては時間を別途個別に設定します。

また授業時、授業のはじめ、終わりにも何なりと質問してください。

【学生へのメッセージ】

 本授業では、コンピュータを活用した数学の授業について特化して学びます。現在、コンピュータやイン

ターネットを熟知し，活用できる教師が求められています。本学を卒業し教職に就く者は、コンピュータ

等を使いこなせる教師になることが期待されていると思いますし、必ずやそのような魅力的な教師になれ

ると思います。ですから、積極的に本授業に参加し、そのための力を身に付けてください。

【その他】

　


